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講演 2 人材育成におけるオープンソースの意義 

 

瀧田 佐登子 

 

1. はじめに 

 皆さん，こんにちは。Mozilla Japan の代表

理事をしています瀧田と申します。本日は”人

材育成におけるオープンソースの意義”と題し

まして，お話をさせていただきたいと存じます。 

 Mozilla Japan を多分この中でご存じない

方もいらっしゃると思うので，1 分少々で簡単

にご説明いたします。私どものもともとの祖先

は，歴史をさかのぼること，Netscape のブラ

ウザと言うと皆さんお分かりかなと思います

が。1998 年に Netscape がブラウザのソース

コード，要するに企業の中で開発を行っていた

資産というべきソースコードを，シェア争いに

負けたかどうかということはあれなのですが，

次世代のブラウザをつくるのに当たって，新し

い手法でつくろうではないかということで

オープンソースにしたのが 1998 年，ちょうど

10 年前です。そこでオープンソースの世界で

ブラウザを構築しようではないかというとこ

ろでつくられた組織が，Mozilla.org というア

メリカにヘッドクオータがございますが，オー

プンソースのブラウザと言いますか，インター

ネットのテクノロジ，ブラウザのテクノロジ，

そういうものをつくり続ける組織として立ち

上げました。 

 Mozillaというすごく変な名前ではあるので

すが，実は Netscape の一番最初の，1993 年

ぐらいか，そのソースコードの中に Mozilla と

いう名前が付けられて，それを引きずっていた

がために，ソースコードを交換したときに

Mozillaという名前を残したというだけにすぎ

ません。 

 私どもの組織は有限責任中間法人という，

100％NPO ではないのですが，非営利・非公

益の組織で運営しています。私どもの親は

Mozilla FoundationというUSのNPOの形で，

オープンソースの促進やブラウザの普及・啓蒙，

それからオープンソースの普及・啓蒙，イン

ターネットウェブの世界を引っ張っていくと

いうような形の，収益を挙げるというものを中

心とはせずに，テクノロジを守り続けていくと

いう組織です。 

 

2. オープンソースプロジェクト 

 昨今，1998 年にソースコードを公開したこ

ろから”オープンソース”という言葉が実際は

できたわけなのですが，そのきっかけが

Netscape のソースコード公開というところに

さかのぼります。この 1～2 年で，日本もそう

なのですが，全世界的にオープンソースに対す

る期待というものが，いろいろな企業を含め，

学校関係の学術系の方々も含めて大きく注目

を浴びています。 

 そのオープンという言葉が何か違う方向に

どんどん走っていて，いろいろなところで”

オープンソースの人材育成”というものが実は，

先ほど NTT の池川さんからもお話があったよ

うに，ITSP の先端 IT スペシャリスト育成の

プログラムにも，オープンソースのところで何

か人材育成できないものかという部分である

とか，ほかの組織ですと IPA さん，OSS 推進

フォーラムさんのところでも”オープンソース

の人材育成”というすごくグレーな言い方をさ

れていて，実際，皆さんがとらえられているイ

メージ，オープンソースに対する認識がさまざ

まであるということで，まずそこのところを説

明しておきたいと思います。 
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2.1 人材の可能性 

 オープンソースはいろいろな思想的概念が

ございます。こちらの説明は今日は省きます。

ひとくくりにオープンソースというものから

どういう人材の可能性が考えられるのかと考

えると，開発系と，今現在，運用・利用という，

二つくくりを分けております。最近，日本の企

業は，オープンソースの分かるエンジニアをハ

イヤリングするという部分に関しては，大体こ

ちらの運用系や利用するという立場です。ここ

がまた面白いところで，もう少しオープンソー

スのメリットを考えてほしいなというのが，今

日少し話をさせていただく開発の部分，開発エ

ンジニアの部分です。 

 開発エンジニアと言うと，オープンソースで

活躍する人たちは既存のプロジェクトに参加

しているか，自分が何かこれからプロジェクト

を立ち上げようというような人たちという，二

つのセグメントに分けられますが，オープン

ソースのエンジニアと言われると，開発系と運

用系という二つのセグメントにまず分けられ

るかと思います。 

 そうなった背景は，経済産業省さんが”オー

プンソースソフトウェアの利用状況調査”とい

うドキュメントをまとめられていて，その中に

オープンソースにかかわる集団区分，要するに

1998 年の前と後というところで，どのように

母集団が変わってきたのかということを表さ

れています。 

 フリーソフトウェアやオープンソースは，開

発系の方だとなじみは深いと思うのですが，

98 年以前は，オープンソースをつくっている，

何かものを作っている開発者＝ユーザという

形で，ほぼニーズ的には作って自分たちで使う

という世界でした。それが，Netscape のソー

スコード公開を機になるのか，注目されたとい

うところから，ガラッと環境が変わってきて，

いろいろなセグメントの人たちがかかわるよ

うになってきました。要するに，開発者＝ユー

ザだったというところが，実際にそれを使って

いる一般のユーザ，企業がどんどん使いだして，

このあたりには日本の政治的な，OSS を使っ

て e-Japan 構想というものが裏にあったかと

思いますが，そういうものも条件的に加わって，

いろいろなセグメントの人たちがオープン

ソースにかかわりだしてきています。 

 悲しいことに，これは開発系の方になるので

すが，オープンソースの開発プロジェクトの中

で，日本人がリーダーシップを取っているのは

どういうものがあるかと考えてみると，これも

同じように統計のガイドラインの資料に出て

おりますが，私たち日本人が必要とするような

機能の開発，要するに日本語の入力や国際化の

部分というところで，なかなかグローバルで有

名な，例えば Linux のカーネルの開発，Mozilla

のFirefoxというブラウザの開発の頂点に立っ

て引っ張っているようなところで，日本人の活

躍をなかなか見ることができません。中には，

ネットワーク系のところでは日本人のプロ

ジェクトの人たちが引っ張っている部分が出

てきているようですが，ある意味，セグメント

がはっきり分かれてきてしまっている状況が

出てきております。 

2.2 人材育成 

 そこで，企業が求めているオープンソースの

人材を考えてみると，いろいろな方々と話をす

ると，一般企業で求めているオープンソースの

人材というのは今や，社内でオープンソース化

をする上でのソフトウェアが分かっている。技

術検証や OSS の組み合わせ，要するにこれは

運用系ですね。そして Linux 全般が分かって

いる Linux エンジニア。こういうところから

見ると，日本でオープンソースと言われると，

イコールLinuxと考えられる認識が強いです。

オープンソース環境でのシステム開発や構築

の経験者が，かなりハイヤリングの中心となっ

てしまっています。 

 では，オープンソースへの期待というのはど

うかというと，実際，企業の方と話をすると，”

オープンソースをやると，どういう人材が育成

できるの”と逆に聞かれてしまいます。先ほど

お話しした開発系や運用系の人たちというよ

りも，オープンソースを世界に導入するという

ことは，やはり開発を行うということがイコー

ルになってくるので，開発エンジニアの育成と

いうところには大きく貢献できるのではない
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でしょうか。 

 では，オープンソースで活躍しているエンジ

ニアとはと見てみると，国内での部分だと，

Linux のエンジニアの育成を中心としている

プロジェクトが数多く存在してきてしまって

います。注目されるのは，Linux の何かをやっ

ているだとか，Linux 上で動くソフトウェア，

例えばサーバソフトのところにコントリ

ビュートしている人たちがクローズアップさ

れているような状況が今までは実際にありま

した。 

 では，ITSP のプロジェクトではどういう人

たちを育成するのに注力するのかというとこ

ろで，ものを使う人材というのは，私も社会経

験が長いのでお話しすると，企業に入って道具

を使うというのは経験でしかないわけで，その

必要に迫られると，人間は勉強して何でもでき

てしまいます。ただし，開発スキルや，いろい

ろなノウハウのスキルを持ったエンジニアと

いうのは，やはり自分でものを作るだとか，コ

ンピューターがどのように動いているのかと

いうところが分からないと，なかなか開発エン

ジニアとして育成できないのではないか。そう

いうところで，今回のこのプロジェクトでは，

オープンソースですので，組織的にグローバル

の世界で活躍する開発エンジニアをどう育成

するのかというところに，私どもの Mozilla 

Japan は注力をしています。 

 

3.コミュニケーションスキルとグローバル

エンジニア 

そこで必要になってくるのは，これは会社と全

然違う組織になります。会社は本当にトップダ

ウンの縦社会です。最近，オープンという言葉

がはやりだしたので，フラット化というふうに

変化してきておりますが，やはりトップダウン

の階層化の部分があります。ただし，オープン

ソースの場合は，トップダウンではなく，すべ

てが同一線上に並んでいる，いわゆるネット

ワーク組織，仮想組織的なフラットな組織にな

ります。ですから，意思決定というところが

トップダウンでは行われませんので，どんな些

細なことでも必ず OK を取るようなプロセス

が踏まれます。必ずコミュニケーションをしな

がら，コミュニケーションが本当にオープン

ソースの組織を維持していくためのキーに

なってきます。 

 ですから，グローバルエンジニアには英語が

必ず必要になってきてしまいます。ただし，”

日本ではばりばりの開発エンジニアでやって

いるのだけど，英語ができないから一歩踏み出

せないのだ”ということをよく学生から聞きま

す。”ただし，君たちはコンピューター言語，

要するに C 言語だったり，いろいろな言語を

知っているでしょう。その言葉でまずはコミュ

ニケーションを取ることを考えなさいよ”と

言って，自分の行動をまずはコントリビュート

した形で評価してもらって，そこから自分のプ

ログラムを，世界的にインターネットにつな

がっているエンジニアからレビューをしても

らう。そこがまず第一歩なのだよという話をし

ています。 

 Mozilla の組織は，お給料をもらっている人

たちも実際フルタイムでプロジェクトにコ

ミットしています。この中で，”オープンソー

ス＝ボランティア”というような形で，全然お

金をもらっていないと認識されている方もい

らっしゃると思うのですが，Mozilla の組織で

は，フルタイムでコミットしている，このプロ

ジェクトにすべてを仕事としてやっていると

いうメンバーが 175 人います。この 175 人は

日本も含めての人数です。全世界でお給料をも

らっているスタッフが 175 人くらいですね。

その下のところの開発者が，これは例なのです

が，Firefox3 というブラウザの 6 月にリリー

スしたものに貢献した人たちが，大体 500 人

以上います。これはコミット権限を持っている

人たちです。それで，ローカライゼーションに

関しては，同時リリースを 75 カ国でやってい

ます。これはすべてボランティアの人たちにな

ります。各国々で，自分たちの言葉のものが欲

しい人たちがローカライズして，そのトランス

レートしたファイルを Mozilla 側のサーバに

戻すという仕組みになっています。ですから，

ここはすべてボランティアの人たちで運営さ

れているコミュニティ組織です。 



情報システム学会誌 Vol. 6, No. 1 

JISSJ Vol. 6, No. 1  20 

 大体コードベースの 40％以上が，最近はも

う半分ぐらいは，Netscape から引き継いでい

るコードなどもあるので，外からの貢献者から

のコードベースがほとんどになってきている

という形になっています。 

 フルタイムで 175 人しかいない状況で，こ

の人たちがすべて開発をやっているメンバー

ではないので，その組織で今，ユーザ数がワー

ルドワイドで 2 億人いるのですね。その人たち

をサポートしていくのは，普通の企業から考え

られると，このソフトウェアを一つ作るのにど

のくらいのコストが掛かって，75 カ国語を同

時にリリースして，Quality assurance をやっ

て，リリースをするというところに関してどの

くらいのコストが掛かるかというのは，多分企

業の方だったらすぐ計算できるかと思います

が，こういう形でやっているプロジェクトがあ

ります。 

 

4. インターンシップ 

 先ほどもお話がありましたが，Mozilla 

Japan もこのプロジェクトに入ったときに，

インターンシップを初めてやりました。去年，

第 1 回目をやって，今年，第 2 回目をやりま

した。今年については，やはりグローバルなエ

ンジニアをつくろうという形で，Mozilla 

Corporation，私どものアメリカ側のオフィス

と日本のオフィスと 2 カ所で募集をかけまし

た。先ほども期間の話がありましたが，多分，

後のパネルディスカッションでも議論になる

でしょうが，6 週間というすごく短い期間でや

ります。アメリカの大学は，早いところだと 5

月から企業に入り込んでやっています。そうす

ると，ここでもう少し差が出てきてしまってい

る部分があります。 

 USと日本のインターンシップの違いに少し

触れておきますが，アメリカ側はプロジェクト

にそのまま投入できる人しか受け入れないと

いう形で，日本で 6 名応募がありました。実際

に英語での電話会議の面接をしていただきま

した。やはり少し敷居が高かったということが

ありまして，コミュニケーションがうまく取れ

ないというところもあって，日本で初めにプレ

の面接をしたのですが，そこでレジュメの書き

方や履歴書，自分はこういうことができるのだ

よという表現の仕方が控えめな日本人という

のは，それが謙虚に出ていて，そのあたりから

学生たちを指導しないとグローバルに押し出

してあげられないというところが，今回の反省

材料，次の課題かなと思っております。 

 日本は，中央大学さん，SFC さん，慶應の

理工学部さんから計 4 名のインターンの方に

来ていただきました。そこで，ここが企業とは

違うところで，一からプロジェクトを立ち上げ

てものをつくってもらうという共同開発を実

習としてやっていただきました。やっていただ

いたものというものは，実際に Mozilla Japan

や Mozilla Corporation が，こういうものが

あったらいいよねと言っていたものを，1 カ月

という短い期間で作り上げていただきました。 

 作り上げたものに関して，先ほど知財の関係

がございましたが，オープンソースの場合，

オープンな形での知財関係をするので，まず学

生たちに，”自分たちのやった成果は自分たち

のものですよ。今後このプロジェクトを続けた

ければ，どんどん自分たちで旗揚げをして，

オープンソースの思想に基づいた，ライセンス

に基づいた形でプロジェクトを持続させても

いいですよ”という権利を Mozilla 側はすべて

学生たちに委ねたという形にしました。そうし

たら，今もなお研究として続けて，プロジェク

トが各大学を乗り入れた形で，皆さんで共同研

究し，それを次にアメリカのラボなどにプロ

ポーザルしようというように彼らの中では話

をしているようです。 

 

5.  Mozilla と教育機関との連携，取組 

 最後になりますが，Mozilla と海外はどうい

うつながり方をしているかというと，日本はス

ペシャリストの育成プロジェクトにおいて，

NPO として参画して，実は SFC さんの大学院

の”オープンソースシステム”という授業を担

当しています。 

 ほかのリージョンになりますが，カナダはセ

ネカ大学という，ここは日本でいう専門学校の

分野に入る学校ですが，そこでは実際に
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Mozillaのプロジェクトに授業中に参画させる

ような形にして，生徒にどの開発プロジェクト

に入っていくのかということで，先生が全部

Wiki で生徒のサポートをするという，少し独

特の形になります。後でもし時間があれば，そ

のサイトを見ていただくと，シラバスとどうい

う形でやっているかというものが出てくると

思います。 

 アジアが，中国の幾つかの大学さんと，オー

プンソース，Mozilla の Firefox を利用して，

要するにオープンソース的な次の 2 次的な派

生プロダクトをつくろうという，各大学さんが

キャンパス版のFirefoxをつくるというような

形でのプロジェクトを動かされているという

ところです。 

 

6.  まとめ 

 最終的にはオープンソースプロジェクトに

求められる人材は，これは逆にオープンソース

側から求める人材というものは，プログラミン

グスキル，それとコミュニケーションスキルが

絶対マストになってきます。ですから，一番下

の情報教育において，しっかりソフトウェア工

学を学んでおくことが，オープンソースプロ

ジェクトの中で活躍できる一つになるのかな

と思います。 

 いろいろな企業などは，いろいろなところの

サーティフィケイトがあるとすごく有利に働

くようですが，オープンソースのプロジェクト

では資格やサーティフィケイトよりもプログ

ラムコードが実際に重要です。 

 この後，いろいろなディスカッションの中で，

もう少しいろいろなところの詳細をご紹介で

きればと思います。 

 

 


